
あの が進化した！

あなたが求める次世代ストレート
これまで一部の美容師の間でしか使用されてこなかったGMTを

複雑な使用方法や施術をしなくてもシンプル・安全・よりダメージを少なくスピーディーに。

現代の毛髪ダメージに幅広い対応を可能とし、
『複合還元』『多層還元』を実現した新たなデザインフリーシリーズです。

＼GMTをメインとした還元剤シリーズ登場！／

DF GC8

pH値：8.3

アルカリ度：1.0 （アンモニア・重炭酸アンモニア）

※モノエタノールアミン不使用

還元値：1.3（サルファイト・アセチルシス

システアミン・チオグリセリン）

複合還元ベースクリーム
（細い/軟毛/ダメージ大に使用）

DF GC9

GMT54%ローション
（ベースクリームと混合使用）DF G54

pH値：9.35

アルカリ度：4.2 （アンモニア・重炭酸アンモニア）

※モノエタノールアミン不使用

還元値：4.5 （サルファイト・チオ・アセチルシス

システアミン・チオグリセリン）

複合還元ベースクリーム
（太い/硬毛/ダメージ小に使用）

クリームに添加して使用。

濃度の高いGMTは希釈使用しても毛髪ダメージが
考えられた為、DFでは54％に調整。

更に保湿成分,18MEA,油脂性ケラチン、シルク
などの配合によるダメージ抑制。

浸透剤としてシクロヘキサン-1.4-ジカルボン酸
ビスエトキシジグリコールを配合することで
還元濃度が低くても効果が損なわれることなく
ダメージが少ない処方となっています。

【その他共通配合成分】

・シクロヘキサン-1.4-ジカルボン酸ビスエトキシジグリコール
・γドコサラクトン
・エルカラクトン
・キューティクルケラチン
・オイルケラチン
・オイルシルク
・ヒドロキシエチルウレア
・CMC類似脂質

髪の太さや硬さ、ダメージレベルでベースクリームを選択 ※癖の強さは関係ありません。薬剤の浸透力で選択

①太い・硬毛・ダメージ小

②普通毛・ダメージ中

③細い・軟毛・ダメージ大

薬剤選定

STEP 1
GC9 単品

GC9：GC8 ＝ 1：1

GC8 単品

癖を伸ばす強さ、パーマをかける強さを選択 ※目的に合わせてGMT混合量を選択

①癖が強い、しっかりかけたい

②癖が弱い、柔らかくかけたい

薬剤選定

STEP 2
ベースクリーム：GMT(G54) ＝ 4：1

ベースクリーム：GMT(G54) ＝ 10：1

☆ ベースクリームを選択し、GMTの混合比率を選択するシンプル処方でオーバータイムが起こりにくく多層還元施術が実現します。

放置時間
の

参考目安

縮毛矯正 デジタルパーマ※テストカール用に細めのロッドを1本巻く

▼新生部に関して
10～20分の放置時間を目安にテストしてください。

▼既矯正部に関して
5～10分の放置時間を目安としてください。

※テストカール用に細めのロッドを1本巻く

ほぼ全てのケースにおいて
5～10分の放置時間を目安としてください。

使用方法



ストレート カール

① プレシャンプー

髪の状態をチェックする為にも
プレシャンプーを推奨します。

② 薬剤塗布（ウエット塗布を推奨）

③ 自然放置（放置時間の目安参照）

④ テスト（テスト用ロッド推奨）

⑤ 中間水洗

薬剤残留を防止する為に、シャンプーを推奨します。

⑥ ドライ → ブロー → アイロン

塗れている箇所がないように乾かした後、
180度以上のアイロンでしっかり熱を入れて

水分を飛ばします。

⑦ 2剤塗布

デザインフリー2剤を塗布し5～10分自然放置

⑧ 水洗

しっかりと水洗いします。
アフターシャンプーを行うと尚◎

⑨ ドライ → ブロー → 仕上げ

しっかり乾かすことをお勧めします。
仕上げにもアイロンを使うと尚◎

・プレシャンプー

・前処理

・後処理

・ドライ前

カウンセリングプレシャンプー

Varijoie 01 / 02

Varijoie 03 / 04 / 04+

Varijoie Glossy Make Serum

① プレシャンプー

髪の状態をチェックする為にも
プレシャンプーを推奨します。

② 薬剤塗布（ウエット塗布を推奨）

③ 自然放置（放置時間の目安参照）

④ テスト（テスト用ロッド推奨）

⑤ 中間水洗

薬剤残留を防止する為に、シャンプーを推奨します。

⑥ ドライ → ブロー → ワインディング

デジタルパーマの温度は70～90度を推奨します。

⑦ 2剤塗布

デザインフリー2剤を塗布し5～10分自然放置

⑧ 水洗

しっかりと水洗いします。
アフターシャンプーを行うと尚◎

⑨ ドライ → ブロー → 仕上げ

しっかり乾かすことをお勧めします。

※ウェットのまま行っても可


